
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2019年10月28日

【四半期会計期間】 第74期第２四半期（自　2019年７月１日　至　2019年９月30日）

【会社名】 エレマテック株式会社

【英訳名】 Elematec Corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役会長　加藤　潤

【本店の所在の場所】 東京都港区三田三丁目５番27号

【電話番号】 03（3454）3526

【事務連絡者氏名】 取締役常務執行役員　清水　厚志

【最寄りの連絡場所】 東京都港区三田三丁目５番27号　住友不動産三田ツインビル西館19階

【電話番号】 03（3454）3526

【事務連絡者氏名】 取締役常務執行役員　清水　厚志

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
 

EDINET提出書類

エレマテック株式会社(E02941)

四半期報告書

 1/21



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期
第２四半期
連結累計期間

第74期
第２四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 （百万円） 89,619 88,057 183,399

経常利益 （百万円） 2,926 2,262 6,188

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 2,125 1,671 3,364

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,564 762 3,443

純資産額 （百万円） 49,791 50,081 50,056

総資産額 （百万円） 99,190 92,311 95,667

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 51.91 40.82 82.17

自己資本比率 （％） 50.2 54.3 52.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 3,564 678 1,009

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △96 △96 74

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △827 △817 △1,401

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 28,930 24,821 25,714

 

回次
第73期
第２四半期
連結会計期間

第74期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2018年７月１日
至2018年９月30日

自2019年７月１日
至2019年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 27.60 20.83

（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、2019年４月25日開催の取締役会決議により、2019年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で

株式分割を行っておりますが、第73期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当

期）純利益金額を算定しております。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生したリスク及び前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」について変更した重要な事項はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績等の状況の概要

①　財政状態及び経営成績の状況

　当連結会計年度の財政状態及び経営成績は以下のとおりであります。

 

a.　財政状態

　総資産は、「受取手形及び売掛金」が減少したこと等により、前連結会計年度末比3.5％減の923億11百万円

となりました。

　負債は、「支払手形及び買掛金」が減少したこと等により、前連結会計年度末比7.4％減の422億29百万円と

なりました。

　純資産は、「利益剰余金」が増加したこと等により、前連結会計年度末比0.1％増の500億81百万円となりま

した。なお、自己資本比率は、54.3％となりました。

 

b.　経営成績

　当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、輸出を中心に弱さがみられるものの、雇用・所得環境の改善が

進み、緩やかな回復基調が続きました。一方、米中貿易摩擦の長期化や中国経済の減速等により、世界経済の

先行きは不透明な状況で推移しました。

　エレクトロニクス業界におきましては、IoT関連機器の需要増加、自動車の電装化比率の拡大が進みました

が、スマートフォン市場の主に中国での普及一巡に伴う需要停滞等の影響により、電子部品等の生産は低調に

推移しました。

　このような状況の中、当社グループは、自動車向け各種関連部材に注力した販売活動に努めましたが、ス

マートフォンの普及一巡に伴う需要停滞の影響を受け、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比

1.7％減の880億57百万円となりました。

　利益面につきましては、売上総利益率の低下により売上総利益は減少し、営業利益は、前年同期比23.7％減

の23億26百万円となりました。

　経常利益は、営業利益が減少したことから、前年同期比22.7％減の22億62百万円となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益が減少したことから、前年同期比21.4％減の16億71百万円

となりました。

 

　セグメント別の概況

　当社グループの報告セグメントを基にした、当第２四半期連結累計期間における地域別販売状況の概要は、

以下のとおりであります。

 

（日本）

　売上高は、スマートフォン向け各種関連部材の販売は減少したものの、自動車向け各種関連部材の販売が増

加したことから、前年同期比0.9％増の460億26百万円となりました。営業利益は、前年同期比27.8％減の８億

88百万円となりました。

 

（中国）

　売上高は、スマートフォン向け各種関連部材の販売が減少したことから、前年同期比16.6％減の179億86百万

円となりました。営業利益は、前年同期比29.4％減の５億67百万円となりました。

 

（その他アジア）

　売上高は、テレビ向け各種関連部材の販売は減少したものの、医療機器向け各種関連部材の販売が増加した

ことから、前年同期比0.3％増の170億97百万円となりました。営業利益は、前年同期比8.0％減の５億75百万円

となりました。
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（欧米）

　売上高は、テレビ向け各種関連部材の販売が増加したことから、前年同期比29.3％増の69億47百万円となり

ました。営業利益は、前年同期比5.8％増の１億84百万円となりました。

 

 

②　キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より８億93百万円減少し、248億21百

万円となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、６億78百万円の収入（前年同期は35億64百万円の収入）となりまし

た。主な要因としましては、税金等調整前四半期純利益が22億68百万円、売上債権の減少による資金獲得が18億

52百万円、たな卸資産の増加による資金流出が４億37百万円、仕入債務の減少による資金流出が25億16百万円、

法人税等の支払による資金流出が９億71百万円であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、96百万円の支出（前年同期は96百万円の支出）となりました。主な要

因としましては、有形固定資産の取得による資金流出が１億23百万円であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、８億17百万円の支出（前年同期は８億27百万円の支出）となりまし

た。主な要因としましては、配当金の支払による資金流出が７億36百万円であります。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

①　当社グループの現状認識及び対処すべき課題の内容

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの対処すべき課題については重要な変更はありません。

 

②　会社の支配に関する基本方針

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの会社の支配に関する基本方針については重要な変更は

ありません。

 

(3）研究開発活動

　当社グループは、得意先、仕入先と共同で商品開発に取り組んでおりますが、技術開発の主体は相手方にある

ため、特記すべき事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 168,000,000

計 168,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年10月28日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 42,304,946 42,304,946
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 42,304,946 42,304,946 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

　2019年７月１日～

　2019年９月30日
－ 42,304,946 － 2,142 － 2,017
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(5)【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

豊田通商株式会社 愛知県名古屋市中村区名駅４丁目９－８ 24,005 58.63

ビービーエイチ　フオー　フイデ

リテイ　ロー　プライスド　スト

ツク　フアンド（プリンシパル　

オール　セクター　サブポートフ

オリオ）

（常任代理人　株式会社三菱UFJ銀

行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210

U.S.A.

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１決済事

業部）

2,337 5.71

エレマテック社員持株会 東京都港区三田３丁目５－

27　　　　　　　　　住友不動産三田ツイン

ビル西館19階

991 2.42

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 817 2.00

ビ－ビ－エイチ　フイデリテイ　

ピユ－リタン　フイデリテイ　シ

リ－ズ　イントリンシツク　オポ

チユニテイズ　フアンド

（常任代理人　株式会社三菱UFJ銀

行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210

U.S.A.

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１決済事

業部）

800 1.95

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 652 1.59

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪府大阪市北区中之島３丁目３番23号 583 1.43

日本生命保険相互会社

（常任代理人　日本マスタートラ

スト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１丁目６番６

号　　　　日本生命証券管理部内

540 1.32

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口５）

東京都中央区晴海１丁目８－11 364 0.89

ビービーエイチ　フイデリテイ　

グループ　トラスト　ベネフイツ

ト　プリンシパル　オール　セク

ター　サブポートフオリオ

（常任代理人　株式会社三菱UFJ銀

行）

82 DEVONSHIRE ST BOSTON MASSACHUSETTS

02109

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１決済事

業部）

363 0.89

計 － 31,452 76.82

（注）１．上記所有持株数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　　　1,017千株

　　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　　 817千株

　　　２．当社は、自己株式を1,358,604株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
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(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,358,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 40,937,500 409,375 －

単元未満株式 普通株式 8,846 － －

発行済株式総数  42,304,946 － －

総株主の議決権  － 409,375 －

 

②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

エレマテック株式会社
東京都港区三田三丁目

５番27号
1,358,600 － 1,358,600 3.21

計 － 1,358,600 － 1,358,600 3.21

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 25,714 24,821

受取手形及び売掛金 ※２ 52,801 50,140

たな卸資産 ※１ 10,886 ※１ 11,084

その他 1,121 943

貸倒引当金 △28 △26

流動資産合計 90,495 86,962

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,228 2,177

減価償却累計額 △1,508 △1,460

建物及び構築物（純額） 720 717

土地 1,222 1,222

その他 1,749 2,110

減価償却累計額 △1,301 △1,260

その他（純額） 448 850

有形固定資産合計 2,390 2,789

無形固定資産   

ソフトウエア 326 351

販売権 364 258

その他 0 0

無形固定資産合計 691 610

投資その他の資産   

投資有価証券 420 417

繰延税金資産 732 622

投資不動産 342 337

破産更生債権等 3,590 3,303

退職給付に係る資産 165 155

その他 447 433

貸倒引当金 △3,608 △3,321

投資その他の資産合計 2,090 1,948

固定資産合計 5,172 5,348

資産合計 95,667 92,311
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 41,371 37,959

短期借入金 83 102

未払法人税等 759 549

賞与引当金 322 708

役員賞与引当金 - 25

その他 1,754 1,667

流動負債合計 44,291 41,012

固定負債   

繰延税金負債 1,160 895

退職給付に係る負債 83 85

その他 74 235

固定負債合計 1,318 1,217

負債合計 45,610 42,229

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,142 2,142

資本剰余金 3,335 3,335

利益剰余金 44,209 45,143

自己株式 △694 △694

株主資本合計 48,992 49,927

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 91 117

繰延ヘッジ損益 - △4

為替換算調整勘定 857 △64

退職給付に係る調整累計額 114 105

その他の包括利益累計額合計 1,063 154

純資産合計 50,056 50,081

負債純資産合計 95,667 92,311
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 89,619 88,057

売上原価 80,474 79,498

売上総利益 9,144 8,559

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 1,906 1,981

役員報酬 85 95

運賃及び荷造費 989 983

法定福利費 382 397

旅費及び交通費 405 383

減価償却費 85 201

賞与引当金繰入額 632 664

役員賞与引当金繰入額 22 25

退職給付費用 99 95

貸倒引当金繰入額 △4 1

その他 1,488 1,404

販売費及び一般管理費合計 6,096 6,232

営業利益 3,048 2,326

営業外収益   

受取利息 44 46

賃貸収入 38 42

その他 30 9

営業外収益合計 113 98

営業外費用   

支払利息 2 12

賃貸費用 14 14

為替差損 214 135

その他 4 0

営業外費用合計 235 163

経常利益 2,926 2,262

特別利益   

投資有価証券売却益 - 5

特別利益合計 - 5

税金等調整前四半期純利益 2,926 2,268

法人税等 800 596

四半期純利益 2,125 1,671

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,125 1,671
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純利益 2,125 1,671

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △14 25

繰延ヘッジ損益 - △4

為替換算調整勘定 455 △915

退職給付に係る調整額 △2 △9

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △6

その他の包括利益合計 438 △909

四半期包括利益 2,564 762

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,564 762
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,926 2,268

減価償却費 108 234

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 1

売上債権の増減額（△は増加） △3,189 1,852

破産更生債権等の増減額（△は増加） △3 △1

たな卸資産の増減額（△は増加） △819 △437

仕入債務の増減額（△は減少） 4,185 △2,516

その他 1,036 212

小計 4,240 1,612

利息及び配当金の受取額 48 50

利息の支払額 △2 △12

法人税等の支払額 △722 △971

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,564 678

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △102 △123

無形固定資産の取得による支出 △4 △48

投資不動産の賃貸による収入 35 31

その他 △24 44

投資活動によるキャッシュ・フロー △96 △96

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △8 22

配当金の支払額 △818 △736

その他 - △102

財務活動によるキャッシュ・フロー △827 △817

現金及び現金同等物に係る換算差額 395 △658

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,036 △893

現金及び現金同等物の期首残高 25,893 25,714

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 28,930 ※ 24,821
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（IFRS第16号「リース」）

国際財務報告基準を適用している子会社は、第１四半期連結会計期間の期首より、国際財務報告基準第16号

「リース」（以下「IFRS第16号」という。）を適用しております。これにより、借り手のリース取引については、

原則すべてのリースについて使用権資産及びリース債務を認識するとともに、使用権資産の減価償却とリース債務

に係る支払利息を計上しております。

IFRS第16号の適用については、経過的な取扱いに従って、リース債務は、適用開始日現在の借手の追加借入利

子率を用いて割り引いた現在価値で測定しており、使用権資産はリース債務と同額を計上する方法を採用しており

ます。

本基準の適用に伴い、第１四半期連結会計期間の期首において、有形固定資産の「その他（純額）」に含まれ

る使用権資産が386百万円、流動負債の「その他」及び固定負債の「その他」に含まれるリース債務の合計が386百

万円それぞれ増加しております。

なお、この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　(税金費用の計算)

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※1　たな卸資産の内訳科目及び金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2019年９月30日）

商品及び製品 10,658百万円 10,864百万円

原材料 227 219

 

※2　期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。期末日満期手形の

金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2019年９月30日）

受取手形 72百万円 -百万円

 支払手形 5 -
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

　　おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

現金及び預金勘定 28,930百万円 24,821百万円

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 28,930 24,821
  
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

(1)配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月25日

取締役会
普通株式 818 40 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

 

(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年10月29日

取締役会
普通株式 614 30 2018年９月30日 2018年12月４日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

(1)配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月23日

取締役会
普通株式 737 36 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

 

(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年10月28日

取締役会
普通株式 696 17 2019年９月30日 2019年12月３日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

       Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

　　　　　報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

      (単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額 日本 中国

その他
アジア

欧米 計

売上高        

（1）外部顧客に対する
売上高

45,633 21,572 17,041 5,370 89,619 － 89,619

（2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

20,883 5,720 5,893 262 32,759 (32,759) －

計 66,517 27,293 22,934 5,633 122,378 (32,759) 89,619

セグメント利益 1,231 803 625 174 2,834 213 3,048

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額は、セグメント間の消去額を記載しております。

２．日本以外の各セグメントに属する国または地域は、次のとおりであります。

（１）中国……………中国（香港を含む）

（２）その他アジア…韓国、インド、東南アジア等

（３）欧米……………米国、メキシコ、チェコ

 

　　　　Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

　　　　　報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

      (単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額 日本 中国

その他
アジア

欧米 計

売上高        

（1）外部顧客に対する
売上高

46,026 17,986 17,097 6,947 88,057 - 88,057

（2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

20,078 4,178 5,148 795 30,201 (30,201) -

計 66,104 22,164 22,246 7,743 118,258 (30,201) 88,057

セグメント利益 888 567 575 184 2,215 111 2,326

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額は、セグメント間の消去額を記載しております。

２．日本以外の各セグメントに属する国または地域は、次のとおりであります。

（１）中国……………中国（香港を含む）

（２）その他アジア…韓国、インド、東南アジア等

（３）欧米……………米国、メキシコ、チェコ
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

 １株当たり四半期純利益金額 51円91銭 40円82銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額　　

（百万円）
2,125 1,671

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
2,125 1,671

普通株式の期中平均株式数（千株） 40,946 40,946

（注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.当社は、2019年４月25日開催の取締役会決議により、2019年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株

式分割を行っておりますが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純

利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

      該当事項はありません。
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２【その他】

　    2019年10月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

　　　　(イ)　配当金の総額………………………………………696百万円

　　　　(ロ)　１株当たりの金額…………………………………17円00銭

　   　(ハ)　支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年12月３日

　　　(注)　2019年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。

EDINET提出書類

エレマテック株式会社(E02941)

四半期報告書

19/21



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年10月28日

エ レ マ テ ッ ク 株 式 会 社

取　締　役　会 　御　中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山 田　雅 弘　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齊 藤　　 剛　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエレマテック株

式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エレマテック株式会社及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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